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令和３年度ｅ－とくしま推進会議  議事概要 

 

Ⅰ．日時、開催方法 

日  時 令和４年３月１７日（木） 午後１時３０分～午後２時４５分 

開催方法 オンライン 

 

Ⅱ．委員名簿 

    別紙のとおり 

 

Ⅲ．配布資料 

  別紙のとおり 

 

Ⅳ．議事概要 

 

１．開会 

 

２．副知事あいさつ 

 

３．丸山会長あいさつ 

 

４．議事 

（１）事務局説明 

   「議事（１）デジタルとくしま推進プランの進捗状況について」 

   「議事（２）デジタルとくしま推進プラン（ビジョン編）の改定について」 

 

（２）意見交換 

＜丸山会長＞ 

・それでは、ただいま事務局から説明のあった 2点について、また、2点に限らず、プロ

ジェクト全体について御意見、御提言をいただきたいと思います。 

 

＜委員＞ 

・御説明いただいたトピックスについて、思ったことを申し上げたいと思います。まずは

ローカル 5Gのネットワークです。徳島県が全国に先駆けてこういった免許を取り、い

ろんな公共の場で活用する、特に医療の部分で立派な実績をあげているというのは県

民としても凄く鼻が高く、こういった情報が流れてくることによって徳島県の前向き

な姿勢が分かって非常にいいと思います。三好病院と中央病院との間の模擬人体を用

いたデモは、これが実際の患者さんにも有効に実現できるようになるのはいつ頃なの

かとすごく期待が膨らむところです。実はこのローカル 5Gを大学でも取り入れたいと
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思い、時間をかけて準備をしたり、総務省関係の勉強会に参加したりしたのですが、い

かんせん値段が高く、安くなってきたと言っても非常に金額がかさみます。大学の場合、

最終的にはローカル 5Gではなく、Wi-Fi6の屋外版を設置しました。実は、案外それが

遠くまで飛び、周波数も低いので回り込むことができて実用的なのです。県ではローカ

ル 5G を進めておりますが、同時に補完するような意味合いでの Wi-Fi6 の利用の仕方

も一緒に加えていくといいのではないかと思います。同じ公共の場として、私立大学、

国立大学でもローカル 5Gを利用させていただけたらありがたいと思います。県はアン

テナをたくさん立てていると聞いておりますので、そのうちの一本二本を大学にも共

用させていただけると非常に面白いことができるのではないかと思います。 

・それからサテライトオフィスに関しましては、86 社 150 名を超えるたくさんの地元雇

用がなされていて、素晴らしい成果が出ていると思います。田舎になればなるほど働き

場所がなく、外に出て行ってしまいます。それが、こういった形で地元雇用が実現して

いくと、サテライトオフィスの意味合いが深くなると思います。 

・さらに、ランサムウェア、情報セキュリティの強化が見直し内容として上がっておりま

す。県西部の病院でのサイバー攻撃の報道がされた時は、ものすごくショッキングでし

た。こういったことがこれからますます起こってくる可能性があるため、セキュリティ

強化は本当に急ぎますので、見直し案の最初に出ているのは妥当なことと思います。 

・進捗に関しては、特に問題がないと思いますが、質問があります。1つは、いただいた

補足資料の「スマート県庁推進プロジェクト」の 9ページ、「県庁会議室の DX化」で 3

階会議室とか 10階会議室に Web会議用の設備を常設するとあります。DXですから、そ

れぞれの自分の席で会議に参加できるのではないかと思うのですが、なぜ集まっての

会議で Web会議をするのか、ちょっと不思議な感じがします。 

・それから「4K・VR の映画祭」のところの課題とアクションの課題のところでですが、

「新サービス創出に向けて最先端技術関連企業やクリエイターの集積を集める必要が

ある」と記載をされています。「4K・VR映画祭」はずっと神山でやられていて、国内だ

けではなくて、海外などいろんなところから作品が集まり、審査の方も東京から来られ

ています。非常にクオリティも高く、よい活動をされてきていますが、その課題として

5G が挙がっていますので、その新サービス創出に向けてどう進めていくかが課題にな

っているんだろうと読み取れます。そのアクションの方で「AI・ビッグデータなどの情

報通信産業や成長分野関連企業の集積」となっており、これまでの 4K・VRから若干離

れたようなアクションになっているような気がいたします。 

・あともう 1点、テレワークの課題とアクションのところですが、課題のところに「就業

規則とか実施ルールの整備が課題として多く挙げられた」とありますが、アクションの

方にその規則とか実施ルールの整備っていうことに関しての言及がなく、「それぞれの

企業の導入レベルに合わせたきめ細かな指導を行う」とあります。それぞれの職場でテ

レワークとか遠隔といったことはだんだん進められていると思いますが、難しいとこ



- 3 - 

 

ろは個々にあるため、そのルールをどうやって定めたらいいのかはセミナーに行って

も、必ずしも参考になるようなものはありません。その辺のガイドラインのようなもの、

あるいはそのルールの整備がどうなっていくのかなというところが気になるところで

す。 

 

＜丸山会長＞ 

・それでは、「県庁会議室の DX化」と「テレワークのルールの整備」について担当課から

説明をお願いします。 

 

＜スマート県庁推進課＞ 

・県庁会議室の DX化につきましては、県庁でもかなりオンライン会議が広まっておりま

す。自席だと、電話がかかってきたり、あと、周りも仕事をしたりしていますので、ち

ょっと騒がしいため、小さな会議室で静かに会議ができる環境を整えようということ

で、いくつか整備しました。その部屋に行けば周りから隔離された状況で会議に参加で

きるという環境を整えております。 

 

＜商工労働観光部＞ 

・ガイドラインのルール作りにつきましては、確かにおっしゃるとおりなかなか難しいと

ころがございます。今後企業に関しまして、アンケートをとっておりますので、その内

容を踏まえながら、具体的に検討してまいりたいと考えております。 

 

＜委員＞ 

・半田病院の件っていうのは非常に大きな問題になって、全国だけではなくて全世界的に

いろんなところから取材を受けているらしく、私も有識者委員会の委員長なのでそこ

ら辺のところをよく知っているんですけれど、病院関係っていうのは大きな病院だけ

じゃなくて小さな病院も全部ネットワーク化されており、パソコンなどを使っていま

すので、セキュリティ関係というのはこれから大きな問題になってきます。中小企業も

そうですので、どういう風に対策をとるのかっていうのをもう少し具体的に、単純にセ

キュリティ頑張ってくださいねとかいう話じゃなくって、あるいはあの補助金を出す

とかそれだけじゃなく、もう少し具体的な施策をとっていただければありがたいかな

と思います。 

・私、SC3という、国のサプライチェーン・サイバーセキュリティ・コンソーシアムの運

営委員と、中小企業支援対策ワーキンググループの委員長をしていますので、国の施策

と合わせて、病院だとか中小企業を中心にして、そういうところのセキュリティってい

うのと合わせてやっていただければありがたいと思います。 

・それからもう 1 点、ローカル 5G の件ですけれど、非常に進められていると言う事で、
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トピックスにもあげられていたのですが、ちょっとローカル 5Gの具体的な目標設定が

曖昧なのではないかなって気がします。遠隔医療の話は確かにそうなのですが、あれも

おそらく 5Gだけではなく、他の要素の部分が入っていて、5Gを使っているということ

を主張されているのですが、それだけじゃないですのでもう少し 5Gをうまく使う。例

えば、サテライトオフィスを徳島県の方は注目されていて力を入れているわけですけ

れども、サテライトオフィスの各地域に 5G・ローカル 5Gを設置してそれを光ファイバ

ーで結べばいいんです。そういう事業っていうのはもっと効果があります。事業につい

て考えていただきたいと思います。 

・それと最後にもう一点ですけれども、関西の方では万博が経済の一つの基礎になりつつ

あるわけです。そして徳島県もそれを利用していこうという風に話をされていたんで

すけれども、その点でも関西との結びつきというのをどのように考えらえているのか、

万博の方も独自に利用するっていうわけにはいかなくて、関西と結びつけてうまくや

っていく必要がありますのでその辺のところをお話しいただければありがたいかなと

思います。 

 

＜デジタルとくしま推進課＞ 

・セキュリティに関しまして、大阪商工会議所のサイバーセキュリティお助け隊を徳島県

でもできないかということで委員から御提案をいただいているところですが、現状と

して、徳島商工会議所の業務の状況により、まだ取り組めていないところです。こちら

につきましては、今後も商工関係部局と連携しながら徳島県でもサービスを開始でき

るように連絡を密に取っていきたいと考えております。 

 

＜委員＞ 

・商工会議所だけじゃなく、徳島県情報産業協会と一緒になってということも可能ですの

でいろいろな方面で考えていただきたいと思います。 

 

＜デジタルとくしま推進課＞ 

・ローカル 5Gに関しまして、御承知のとおり無線の部分は端っこの 1%から 1割ぐらいの

区域で、残りは高速の光ファイバーの回線ということでその速度、帯域を保つと同時に

その部分があってはじめて低遅延が実現するということでございます。 

・今回、特に無線部分についてはまだ発展途上でございまして、これからどんどん速くな

っていくんですけれども、光回線の方が県内、場所によってかなり速度というよりも遅

延のばらつきがございました。これを整理する、それから徳島県内に基幹の 10ギガ網

を張るということで、各地、西部南部それから中部北部という形で拠点を整備しまして、

そこまでローカル 5G 用に 10 ギガの幹線を設置してそれをみんなで使えるように、そ

して 10ギガ一本ではなくて、医療は医療用、サテライトはサテライト用、それから行
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政は行政用というように複数それを装備して、先でのローカル 5Gであったり、場合に

よってはキャリアの 5Gであったり、これを基幹網として利用していただこうという計

画で今回進めております。そのため、サテライトオフィスということになりましても、

今 10 ギガで用意している帯域、こちらは実際に 10 ギガという帯域だけではなくてレ

イテンシー（遅延）で数ミリ秒ぐらい、距離がありますので 0とはいかないんですけれ

ども、それとジッタ（ゆらぎ）の値が 0.03ミリ秒ぐらいの数値のネットワークと、し

かも安定しているということで供給させていただきたいと思います。その先にローカ

ル 5G を繋いでそれで使うことによってローカル 5G の実力が発揮できると思っており

ます。 

 

＜広域行政室＞ 

・2025 年に開催される大阪関西万博ですが、その誘致に関西広域連合として参画してお

りまして、その経緯もありますので、「大阪・関西万博」という名称になっております。

我々としても地元自治体という認識のもとで、関西広域連合として関西パビリオンと

いうものを出展する予定にしております。それで今回、万博に参画するわけですが、パ

ビリオンだけではなく、「万博はゲートウェイ、徳島まるごとパビリオン」というコン

セプトの下、現地の大阪夢洲のパビリオンは単なるゲートウェイなんだと、まず世界の

人に知ってもらう入り口であって、それで徳島に引き込んでいくというような取り組

みをしていきたいと思っております。2025 年の本番に向けて何をしていくかっていう

ところで、1つがリアルとバーチャルの融合ということで、時間的な制約また空間的な

制約がないというバーチャルの特性を生かして、バーチャルパビリオンというものを

立ち上げてそれを中心にこれから取組を展開していきたいと思っております。 

 

＜委員＞ 

・企業の DXを支援するという話ですが、具体的にどういった御支援をなさるのかってい

う点と、先ほどセキュリティの話があったのですが、そういう話題になった徳島だから

こそセキュリティのところでいろんな支援の方法とか支援の立場があるかと思います。

徳島で育成、派遣された方がセキュリティの面のところもカバーできるようになると

徳島らしさが出てくる気がするのですが、その辺りも含めてどういった具体的な御支

援を考えられているかについて教えていただきたいです。 

 

＜デジタルとくしま推進課＞ 

・中小企業等の DX支援につきまして、我々は、テレワークやオンライン会議、企業の生

産性向上に繋がるような取組、基本的なパソコンの使い方があるのかなとか考えてい

ます。お話しいただいたセキュリティ等についても育成しているデジタル支援員の能

力にかかる部分もあるかと思いますが、とくしま産業振興機構の平成長久館の御支援
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やｅ-とくしま推進財団と連携しながらとくしまデジタル人材育成プラットフォーム

の下、進めていきたいと思います。 

 

＜委員＞ 

・資料の「デジタル人材の育成プロジェクト」と「EBPM」に関することです。これからは

デジタル人材、データをきちんと扱える人材が必要だと思います。今はアンケートデー

タを含め、多くのデータが集まるのですが、どちらかというと発信だけをされている状

態で、それをいかに正しく分析するかということが EBPMの観点からも大変重要になっ

てきていると思います。例えば、e-Stat のデータと KPI のデータの相関を分析すると

ともに因果関係を見いだしていくと思いがけない課題解決方法が見つかるということ

もあると思います。ということでこれからエビデンスをきちんと分析するという意味

では時系列別でも地域別でも、またはいろんな工夫が必要と思いますので、是非行政を

中心にデータを正しく使えるデータサイエンティストのような人材もデジタル人材の

1つとして重要視していく必要があるのではないかと思います。 

 

＜デジタルとくしま推進課＞ 

・データの分析については、令和元年 10月にデータ分析専門の職員を任用しまして、そ

の職員を中心に研究報告資料を作り、産学官連携の EBPM研究会で御意見を頂きながら

研究を進めています。また、EBPM 評価会議という計量経済学等の専門家が集まった会

議で分析の手法などについて御意見を頂きながら、年度末に EBPMの研究報告書を取り

まとめています。また、職員に対しては、EBPM研修ということで令和 2年度、令和 3年

度に年 3回研修を行いました。 

 

＜委員＞ 

・1 点補足説明をお願いしたいところがございます。資料の 19 ページのサテライトオフ

ィスのところですけれども、徳島市で数字が 6となっているのですが、この情報を見つ

けることができませんでしたので、この徳島市のサテライトオフィス 6 ということに

ついて詳細を教えていただければと思います。 

 

＜政策創造部＞ 

・確認の上、後日回答させていただきます。 

※後日、徳島市の 6つの企業について、詳細をメールにて回答。 

 

＜委員＞ 

・定着という課題も上がっていますが、何年間定着して入れ替わりありますよっていうの

を教えていただいてよろしいでしょうか。 
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＜政策創造部＞ 

・確認の上、後日回答させていただきます。 

※後日、以下のとおりメールにて回答。 

・これまでの撤退企業数は 17 社（令和 4 年 1 月末時点）であり、令和 4 年 3 月 31 日

現在で開設されているサテライトオフィスの経過年数は、 

・1年未満：10社 

・1年以上 2年未満：6社 

・2年以上 3年未満：9社 

・3年以上 4年未満：11社 

・4年以上 5年未満：10社 

・5年以上 6年未満：13社 

・6年以上 7年未満：5社 

・7年以上 8年未満：6社 

・8年以上 9年未満：8社 

・9年以上 10年未満：4社 

・10年以上：4社 

となっております。 

 

＜委員＞ 

・3点感想と要望を話させていただきます。まず 1点目は、以前から私は各プロジェクト

の課題を書いてほしいと言っておりました。今回、各項目が統一されて、そしてその項

目の中に課題とアクションということを追加いただきまして、さらに資料が非常に見

やすくなって、また、理解が深まっているということで非常にわかりやすい仕様になっ

ているように感じます。 

・そして、2点目ですが、16のプロジェクトを進めていく上では、やっぱりセキュリティ

対策というのが非常に重要な課題になってくると思います。それぞれのセキュリティ

対策の方策があるのでしょうけれども、それとは別に、IT を利用する利用者の教育と

いうのも非常に重要なファクターになるのではないかと思います。頑丈な塀を作って

も、内部から鍵を開けるといくらでも入ってきます。そういう意味で、利用者の教育も

考えてもらいたいということと、プロジェクトが進んでいくと、当然ながら、インター

ネットやパソコン、スマホ等を活用せざるを得なくなってくるのですが、高齢者や身体

障がい者、または若くてもデジタルに弱い人もおるわけでございまして、この人たちを

いかに支援していくかということが重要な課題になってくると思います。それに関連

してプロジェクトの 13に、デジタルデバイド対策プロジェクトがありまして、この中

にデジタル支援員の育成という項目がありまして、トピックスでもお話ありましたけ
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れども、22 名の支援員が認定されたと。そして、令和 4 年度には、高齢者の講習や学

校の ICTの支援、企業の DX支援などを計画されていると書かれております。やはり講

習では、高いレベルの教育は難しいと思うのですが、私はそこまで高いレベルの技術は

いらないと思います。セキュリティ等初心者向けの教育ができる人で十分だと思いま

す。デジタル支援員を上手に使っていただき、サイバーセキュリティの対策とか、また

SNSやパソコン、スマホ等を正しく上手に使えるような、デジタル伝道師といいますか、

そういうような活動を期待してきたいなと思います。 

・3つ目ですが、サテライトオフィスプロジェクトの中で、150名の雇用があったと、大

きな実績ですが、この 150 名が県外から来た技術者だとか社員あれば問題ないのです

けれども、例えば地元の IT企業からの転職というようなことであれば、サテライトオ

フィスの進出企業にプラスでしょうけれど、地元の IT企業にとっては非常にマイナス

な要素になるわけで、この辺も色々と御検討いただいてですね、私も地元の企業から何

人転職したというのは統計とっておりませんが、こういうことは頻繁にないようなこ

とも、考えていただきたいと思います。 

 

＜政策創造部＞ 

・委員からの御質問がありました雇用の状態ですが、どちらから移ってきたかということ

は把握しておりません。地元で雇用された方ということで企業の方にお伺いして集計

しているところでございまして、御指摘のとおり県内の企業の方から新たに来たとこ

ろに移るということになりますと右から左に行くだけになりますので、その点につき

ましては今後政策を進める上で重要なところであると考えますので、今後も留意して

まいりたいと考えております。 

 

＜丸山会長＞ 

・デジタル支援員につきましては、デジタル機器の扱いは 1 回教えれば良いというもの

ではないので、困った時に頼りになる、主治医のような体制にできないかとお願いをし

ております。 

 

＜委員＞ 

・今回、デジタルデバイド対策を 1 つのプロジェクトとして取り組んでくださることに

なったことがとても素晴らしいと思っております。ウェブアクセシビリティ方針の策

定やプログラミング教育の充実などに加えて一つ取り入れていただきたいことがあり

ます。それは「デザインの視点」です。今日も Web会議システムを活用した会議を御用

意いただきましたが、マイクをオフにするにはどうしたらいいかとか参加者一覧はど

こかなど、使い方に慣れるまでには緊張の連続でございました。でも割とすぐに慣れて

便利な道具として使うことができております。それには、マイクにはマイクのアイコン



- 9 - 

 

があって、オフの時は斜めの線が入るという風に直感的にわかるようにデザインされ

ているというところも大きいと思います。配置がバラバラだったり、ボタンが小さすぎ

たりしたら分かりにくくて使いこなす前に嫌になってしまっていたかもしれません。

さて、今年度、県内の児童生徒さん、学生さんが作成したゲームや動画を拝見する機会

がありました。ボタンの配置や操作性、テロップの入れ方を考えたらもっと良い作品に

なるのにという風に思うことがありました。またデジタル、印刷物を問わず様々な広報

物や説明資料を拝見する機会もありましたが、年齢のせいもあり読みにくいなと思う

ことも多かったです。この見にくさとか使いにくさ、読みにくさを解決できるのがデザ

インの力だと考えております。デザインの視点を持つことで伝えたいこと、伝えるべき

ことがきちんと伝わるようになると私は考えております。例えば Web アクセシビリテ

ィ方針の策定と同じようにフォントや色の使い方などを定めたデザインガイドライン

というものを作成しておけば、現場でレイアウトに悩む時間も削減できる上に情報が

より伝わるようになり、良いことばっかりです。 

・そこで提案なのですが県内のクリエイターの力を活用していただければと思います。ク

リエイティブや人材育成にも関わることかなと思います。既に知識を持っているクリ

エイターも多いとは思うのですが、社会にどのような課題があるのかということをク

リエイター自身が学ぶことで、クリエイティブの質の向上にも繋がります。Webアクセ

シビリティ基準に準拠するということはどういうことか、カラーユニバーサルデザイ

ンっていうのは何か、情報を正確に伝えるとはどういうことか、学びながら知恵を出し

合うことでデジタルデバイドに関する課題の解決につなげていくことができるのでは

ないでしょうか。また学校教育にもプログラミングやプレゼン資料作成などの教育と

合わせたデザイン教育を取り入れていただければと考えております。インクルーシブ

なみんなにやさしい社会の実現に向けて是非デザインの視点を取り入れていただけれ

ばと思います。 

 

＜デジタルとくしま推進課＞ 

・県のホームページについては、デジタルデバイドの面で非常に大切になってくると思い

ますので、しっかりと担当課と情報共有させていただいて、利便性の向上等を図ってい

きたいと思っております。 

・また、本県では、令和 3年に平成長久館の「デザインマッチングセミナー」において、

県内のデザイナー等にお力添えをいただいたところであり、さらに、職員や市町村のニ

ーズに合わせた、広報関係の研修を 2回実施しております。 

・なお、学校では、生徒が発表などのプレゼン資料を作成する際に、見る人の立場に立っ

て、すべての人が見やすい資料となるよう指導しながら教育を進めているところです。

今後もデザインの視点を取り入れながらインクルーシブ教育をしっかり進めて参りま

す。 
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＜委員＞ 

・デジタルとくしま推進プランは、全体的に非常に良い取り組みがなされていると思って

おります。テレワーク推進プロジェクトの進捗管理シートをちょっと細かく見ていき

ますと、アンケート調査で「企業のテレワーク導入にあたっては、セキュリティ（情報

漏洩）への対策や労務管理やルールの整備が課題として挙がっている」という記載があ

りました。このアクションとして「きめ細やかな支援」と書かれていますが、例えば、

きめ細やかな支援で県がこの件を解決できる企業を募集して県の推奨企業として登録

し、紹介してっていう仕組みがありますと、テレワークだけじゃなくて先ほど話のあっ

た DXもより早く普及していくのかなと思います。このきめ細やかな支援の具体的な取

組について御教示いただければと思います。 

 

＜商工労働観光部＞ 

・進捗管理シートの 2 ページ目のプロジェクト内容にも記載していますが、具体的には

テレワークを導入したい企業にテレワークアドバイザーが訪問し、ヒアリングを実施

しまして、企業の現状や課題を整理しております。また社内で検討・経営判断していた

だき各企業のニーズに合わせまして労務管理制度の見直し、システム準備、社内教育・

研修などを支援しております。このような流れで取り組んでいるのですが、専門性の高

い内容に関しましては、テレワークサポーターズ企業に御協力いただきまして、自社サ

ービスや製品などを基にした ICT サービスやノウハウの支援を実施しております。こ

のテレワークサポーターズ企業というのは、企業からの相談に対してテレワークセン

ター徳島で課題を切り分けた後に自社サービスや製品等を用いて技術支援の協力を行

う企業でございます。協力したい企業から応募を受けまして県が承認しているところ

でございます。現在 8社を、先ほど委員がおっしゃった県の推奨企業として登録し、紹

介するという制度になっておりますので、委員にお話しいただいたように、制度を拡充

しながら今後進めて参りたいと思います。 

 

＜委員＞ 

・とくしまデジタル支援員の話を詳しく教えていただけたらと思います。学校の方でも

Zoom は習うより慣れろという感じで、はじめはハウリングを起こすこともありました

し、うまく繋がらないこともあったりしながら、割と導入も順調にできていると思いま

す。しかし、Teamsの方でもまだつまずきがありまして、会議をした時に何でこんなに

違うのだろうってなった時に、ブラウザの Teams とアプリの Teams とでこんなに違う

んだ、というようなこともやっぱり体験してみて初めて分かる事です。その学校現場に

このデジタル支援員が入ってくるのかなと思った時にどのような技術や技能を持たれ

た方が助けてくださるのか、どのようなレベルを目標に取り組まれた支援員なのかと
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いうことを詳しく教えていただけたらと思います。 

 

＜e-とくしま推進財団＞ 

・委員からお話がありましたように、学校現場で ICT支援員が非常に不足している、特に

中山間地域では厳しい状況になるということも踏まえまして、学校現場で直接先生方

をサポートする ICT 支援員を養成しているところでございますが、もっぱらｅ－ラー

ニングを中心に授業のありようや仕方など、具体的な内容等について研修を受けてい

ただきます。最終的には具体的なケースメソッドで研修動画を作成いただきまして、学

校現場でどう対応するのかといった点で研修を受けた方々でございますので、もちろ

ん、最初は学校現場にはいろんなルールがございますので、トライアンドエラーという

ところはございますが ICT 支援として学校現場の先生を少しずつではありますけれど

も、サポートできる方、能力のある方を養成しております。 

 

＜丸山会長＞ 

・支援員といった場合に相手が学校なのか、お年寄りなのか、企業なのか、いろんな種類

があるんですね。それは今後詰めていって、空いているところに支援をしていかないと

いけないと思っております。 

 

＜委員＞ 

・医療情報の共有推進プロジェクトとして、阿波あいネットの新規参加施設の増加につい

てですが、阿波あいネットから積極的に各市町村向け概要説明や実際の活用事例に沿

った利用方法等を説明していただいているところです。県内の医療施設への認知を広

げていただいているところですので、徳島県医師会としても機会あるごとに情報提供

を行っていきたいと思っています。しかし、今後施設数のさらなる増加を目指すにはデ

ジタル化への人員や環境が整っていない現場にどのようにデジタル化の足がかりを作

るかということが課題になってくるかと思われます。その点についてご支援を頂けた

らと思います。 

・次に 1 点お教えいただきたいことがございます。推進プラン改定案 19 ページの下段、

推進項目の最後の行に「民間事業者等と連携し、高齢者見守りサービスの普及を推進す

る。」と記載されております。この見守りサービスとは高齢者見守りに活用する ICTを

活用したシステムを構築するということでしょうか。もしくは ICT のシステムではな

く人的なサービス提供を民間業者と連携するということでしょうか。お教えいただけ

たらと思います。 

 

＜医療政策課＞ 

・阿波あいネットにつきましては、平成 29年に総務省の予算を獲得しまして、そこから
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スタートしたのですが、最初の頃は総務省の予算が潤沢にありましたので同意書の取

得とか各参加医療機関に対する事務局からの説明にかなり時間をかけたんですけれど

も、その後、システムの本格稼働、更に追加機能としての画像連携システムの機能追加

にかなり時間を取られましたので、同意書の取得や追加の参加施設の勧誘といったと

ころに事務局の手が回っておりませんでした。ただ、今年度、画像連携システムについ

ても完成しましてシステム関係についての一区切りがつきましたので、年度途中から

各医療機関に同意書の取得であるとか新たな参加施設の勧誘について依頼し、再び活

動が活発化しているところでございます。市町村の医師会につきましても、阿波あいネ

ット事務局からそれぞれ御説明に回っておりますけれど、それぞれの事務局体制とか

人材の面で不足されているところもあると思いますので、そういったことで、阿波あい

ネット再稼働といいますか再度動きを活発化しておりますので、また御要望いただけ

ましたらそれに対応した形で御支援をさせていただけたらと思います。 

 

＜デジタルとくしま推進課＞ 

・「見守りサービス」につきましては、確認の上、後日回答させていただきます。 

※後日、詳細についてメールにて回答。 

・県内企業がテレビを利活用した平時の高齢者見守りサービスを提供しており、令和元

年度の県 ICTバザールに出展していただき、PRを行いました。 

 本サービスは、「テレビの電源の状態」「部屋の温・湿度」「人の動き」を感知する専

用機器をテレビに接続し、クラウド上にデータを送信し、利用者はスマホアプリを通

して、最大 48時間分を確認できます。また、市町村がシステムを導入することによ

り、緊急防災情報に対応できる設定が用意されており、災害が発生するとテレビを起

動して警報音を出し、画面に具体的な避難行動や避難場所などの文章を映して知ら

せます。 

 なお、人的なサービスとして、定期的に家庭への訪問を行っている「新聞販売店」や

「電気・ガス事業者」などの「民間団体」と協定を締結し、官民一体となった見守り

体制を構築しています。 

 

＜丸山会長＞ 

・本日皆様から頂きました御意見、御提言は事務局で整理して私の方で最終調整させてい

ただき、デジタルとくしま推進プランに反映したいと思いますけれども、その点につい

ては私に一任していただききたいのですけれど、よろしいでしょうか。 

 （「異議なし」という声あり。） 

・委員の皆様から本日いただいた御意見を踏まえ、今後デジタルとくしま推進プランの取

り組みを推進して参ります。また、プロジェクトの進捗につきましては、PDCA を回し

ながらしっかりと進めて参りたいと思います。 
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・最後になりますが、各委員には、御専門の視点から今後気になったこと、気づいたこと

がございましたら、メーリングリストや事務局宛に御意見、御提言を送りいただければ

幸いでございます。 

・本日はありがとうございました。 

 

（３）閉会 


